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20世紀の幻想作家アンドレ ・ ヒ。エール ・ ド ・ マンディアルグ （1909 問1991)の45
余りにわたる作家キャリアは実に多彩で、あったといえる。1945年に出版された短篇集
『黒い美制強宮 Le Musee noid で、文壇デ
、
ピュ ーを果たし、つづく 51年出版の短篇集『狼
たちの太揚 Soleil des loupsJ によって幻想、短篇作家としての名声を確立したのち、50
年代にはイタリアを舞台とした2冊の小説、すなわち『大理石地rbrd (53年） と『海
Le Lis de med (56年） を出版し、60年代にはいって小説 『余白 Lama,gd (67 
年） が同年のゴンクール賞を獲得するなかで、長篇小説家としての声価も高めていっ




























月である。 その前年の72年に彼はレオノ ーラ・カリントンの要請に従って、 ナサナ
エノレ・ホー ソーンの短篇を翻案したオクタヴィオ・パスのスペイン語の戯曲『ラパッ























Cornpagnie Renaud鵬BarraultJ である。 マンディアルグはガリマール出版社に提出した
校正済みの原稿をバロ ーのもとに持ち込み、 そのテクストについての意見をもとめ、
舞台演出をもちかけている。 ほどなくその交渉はみのり、念願叶って翌年の74年4
月、 演出にバロ 一、 イザベッラ役に 「美青年のように力強く、 そして優雅なのjアニ







マンデイアルグの戯曲fイザベッラ ・ モッラ』 …一演劇的フイアスコと「残酷演麟jの理論をめぐって一一
いうよりも信本の同時代のアングラ演劇につうじるような醜関を怖れぬ大胆な演出
で観客を驚かせたにもかかわらず、扇j評を担当した評論家の筆鋒はおもにこの演劇の















演出家ノ〈ロ にーたいする同情も表明している。 のちに再演を観劇したジルベ ルー ・ シ










年に、ジエラ ルー＝ドニ ・ ブアルシ はー次の二点において分析しているO 「『イザベッ
ラ ・ モッラ』フィアスコの第一涼図、それはバロ がーすで、に数十年前の彼で、はなかっ
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パロ ーの演出家としての力量不足をフィアスコの第一原因にあげ、ついでそこから一
転して劇作家としてのマンディアルグの 「対話Jにたいするアプロ ーチの問題を指摘





































う。 しかしそれこそが、マンディアルグの幻想作品をもっともヌ ー ヴォー・ロ マンに
近づけている文体的特質なのである 13）。
78 











































ことに気付いたとし 1う。 創作とし 1う価値創造が、吃音という劣等感を相殺したのだと
考えることができるだろう。 書くことで、 「言葉を取り戻すJことで吃音を克服した
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閤難であろう。 それゆえ演劇においてもまたこの 「詩 」からはじまる創作討すが適用さ

















いということになれば、 それはまた一篇の詩になると言えます 23） 」。 この言葉がすべ
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マンデイアルグの戯曲？イザベッラ ・ モッラj 一一演劇的フイアスコと「残酷演劇Jの理論をめぐって一一
てを要約していると言えるだろう。 先のフアルシーの表現を借りるなら、マンディア




















































雄列伝巧esdefoiet ゐpassionJ の作者であるイタリアの哲学者ベネデット ・ ク ローチ
ェについて書いた叙述に引きつけられました。 わたしはこの資料を読んでみました。
そこに収められていたルカーニア〔現パジリカータ州〕の女性詩人 (poetesse）イザベ
ッラ ・ モッラの伝記にとりわけ引きつけられました。彼女のたどった軌跡は、 すぐに











人には本質的に「懐疑主義、 自己への不満、 無益なアイ ロニ Jーなどを醸成するf不







ク ローチェの伝記物語集『信仰と受難の英雄列伝 Jlite di avventu陀 dijをdee di passiond 
(1935年）の第四章「イザベッラ ・ ディ ・ モッラとディエゴ・サンドヴァノレ ・ デ ・ カ
ストロ Isabella di Morra e Diego Sandoval de Castro J である 29）。作家自身の言葉からも
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1545年にイザベッラの悲劇は起こったO モッラ家の歴史 はおもに、マノレカントニオ ・




ラ家の歴史 Familiae nobilissimae de Morra hおtoriaJl に基づいて再構成されている。
つまりはイザベッラの甥で、あるマノレカントニオの（おそらくは父カミッロから伝え聞
いた）証言のなかに、彼女の残酷な死についての顛末が語られているわけで、あるO
イザベッラの父ジョヴァン ・ ミケーレ ・ ディ ・ モッラ（Giovan Michele di Morra） は
イタリア南部ルカーニア地方（き晃パジリカー タ州） のブァヴァーレ（Favale） を領す
る男爵であり、この所領内で8人の子｛共に恵まれた。 上からマルカントニオ（甥の歴
史 書作者とは同名異人）、シど才一ネ、イザベッラ、デーチオ（Decio）、チェーザレ
(Cesぽe）、ファー ゼオ（Fabio）、カミッロそして妹ポルツィアの6 男2 女である（ク















は詩のなかで可樹試の谷valle色合maJ、 「さびれて暗し＇ erme ed oscure J 「みじめでお
ぞましい地方 vi五e orride contrade J などと形容し、そこに生きる人 を々 「知性を欠い
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城主を務めていたスペイン人貴族ディエゴ ・ サンドヴァル ・ デ・カストロで、あったO
彼はファヴァーレからほど遠からぬボツリータ（Bolli鶴、現ノ ーヴァ ・ シーリNova Siri) 
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蛇足ながら、その後の顛末も鯖単に記しておく。 姉の殺害後、司法の追求を受けた
3人のうち罪に関われた2人（デーチオは直接殺人に加わっていなかったらしし＼）は
父のいるフランスに逃亡し、そこでファヴァー レに残った兄とはかつてドン ・ ディエ








より幕引きとしている。 一方ナポリ側では可法の追求が続いたが、ドン ・ ディエゴ殺
しの共犯者として長男（マルカントニオ）の長期拘禁という判決を課すのみで、結果
として領地内で、起こった異国人とのスキャンダルをもみ消すことを優先させた。 3人
の兄弟は当然ファヴァー レに身を置くことがかなわず、父ジョヴァン ・ ミケー レのい
るフランス宮廷に保護を求め（しかしすでに父は亡くなり兄のシピオーネがカトリー
























完全に肯定の態度をしめしたままで話をすすめている。 ただし彼女がドン ・ ディエゴ
に会ったことがないとしづ事実だけはそのまま採用して、である。 ここからマンディ
アルグがこの戯曲を、架空の恋人を想定し（実際ドン ・ ディエゴは戯曲には登場 しな
85 









































笑っているのよO 彼らは畜生ではないわ 38）」。 すでに一族のあいだに瀬漫するこうし
た聖子蛮な風俗にたいしてイザベッラは 「彼らは魂や言葉によるあらゆる高揚（toute
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ど16世紀のエリザベス朝演劇が主題としたこれらのバロ ック ・ イメ ー ジが必要不可




ク ・シンボルとしての）ナイフによる殺害と陵辱、 エロ ティスムと死、マンディアル
グが『イザベッラ ・モッラ』に盛り込んだ主題そのものがここにある。 すなわちマン
ディアノレグが創造する幻想、の主題とエリザベス朝演劇のもっている反古典的な主題























ヒ ロインherofue modeme55) Jとして舞台にあげるのである。
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4) 「残酷演劇Jと現代性一一神話の創出としての舞台
『イザベッラ ・ モッラJの舞台は、 バローをはじめとする演出家の創作意図とは別
に、衣裳や舞台装置など作家本人による演出指示が細かくト書きの部分に指定されて
いる。 たとえば衣裳は16世紀当時のモードを踏襲すること、 そして音楽は16世紀の




















しているのです。それはアンドレ ・ ブルトンが大切にしている上昇感覚（sensascendant) 
をこれらの比喰に与えるのです 58）」。 マンディアノレグはこのf上昇感覚jとしづ
を、1965年に出版されたスタンダーノレの『恋愛論 De !'Amour.』についての評論書『ベ
イラムール Beylamoud.〔スタンダーノレの本名HenriBeyle にたいする愛とし 1った意味〕







れるなどとはマンディアルグも考えていない。 あくまでもそれは演出上の 「比喰」 で
あって、 「主題jはまたZIJのところにある。 マンディアノレグはバローによる初演の舞
台に付した短い自｛乍紹介文のなかで、 ヒロインのイザベッラについて次のように述べ
ている。 「この 『ヒロインJについて、 ここに一篇の短い戯曲がある。 この戯曲は、
アントナン ・ アルトー的な意味において、エリザベス朝演劇の精神に欠けることなく、
それがむしろ現代精神 （I’esprit modeme）に近いことを証明することで、 彼女の栄誉
を称えている叫ん ここで注目したいのは、 マンディアルグが 「現代精神jと 「エリ
89 
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ザベス朝演劇の精神jをつなぐ仲介的な存在としてアントナン ・ アルトーの名前を出
しているところである。 また53rJの言い方をするなら、 エリザベス朝演劇とアルトーが
































間違いないわ、 でも時折、 昼よりも特に夜、 わたしのこの肉体の容器の、 ある特
定の場所へ全思考を委ねることを享楽することがあるの。 たいていは乳房の一つ
に、 あるいはまたその両方に。 そんな時わたしは歌を思い出すわ、 それは普遍的
90 



















ージを詩人や画家に適用し、オクタヴィオ ・ パス、マックス ・エノレンスト、アンドレ ・




































の理論は、 卑金属を黄金に精製する 「大作業 GrandαuvreJ をとおして、 錬金道士の
精神を錬磨することが真の目的とされた。10代の頃からルドルフ ・ シュタイナーやエ





ないのである。 「物事が二重化しているのです、 なぜなら、 錬金術師のなかには非金
属から黄金を作り出すものもありますが、 実験室の実験と問時に、 つねに魂の浄化と
いうことがなされなければならなし功もです。人間が賢者の石 (pierre philosophale) 
を手にすることができるのは、 魂がもっとも高齢辛となったときなのです 7旬。マンデ
ィアルグがこうした錬金術の理論を作品に投影したことは理の必然と言えるだろう。





今は亡き〕 トルカ ート先生からおそらくご教示があったとおりに、 そこから大作
業がはじまる硫黄、 水銀、 塩の結合を認め、 尊重することを。
ファー ピオ：まさにおまえの言うとおり。火・・・しかしアタノ ーノレは彼女だ、そし
て彼女の中にこれから我らが仕上げる作品について彼女は何も知らないのだ 73）。
かなり露骨に錬金術の用語を鎮めた台詞のやりとりである。すなわち 「火j r （大）
























と詩との同一性を強調する 75）。 そしてそれが詩人を 「超人間的jな、言うなれば神性
を帯びた前主として 「天上jへ引き上げるのだとし＼う ？の。 アルトーの残酷演劇が提唱
















1）モニック ・ ペティヨンが指摘するように、マンディアルグにおいて 「優れた短篇作
家、小説家、批評家、演劇作家としづ名声が、いわゆる詩作品をいくぶんなりと覆い
隠してしまっているJ(Monique持制on，《M加diargues, l'alchimiste », Le Aゐnde des livres, 





マンデイアルグの戯曲『イザベッラ ・ モッラ』 一一演離的フイアスコと「残酷演劇Jの理論をめぐって一一
られているのは、 レシ〔短篇〕や小説の作者としてである」 (paysagepoetique d 二4ndre







2）《C’est la poesie中’onぉsass担e…»， en仕·etien avec Jean-Louis Ezine, Les Nouvelles 
litteraires, 6-12 mai 1974, p. 21. 
3)C£「わたしの小説はとても込み入っています。それらのひとつひとつは 3年から 4
年かけて書きますJ C«Andr臼ieyre de Mandiargues », en悦tien avec Bettina Knapp, French 
Novelists 争eak Out, Troy, 1976, p. 49）；「わたしはいつも遅筆であり、 非常にゆっくりと
仕事をします。ただ、 つねに状況（circons匂nces） を問題にする詩の場合は別ですが。
小説、 それはまったく別物なのですJ(Rene Bourdier, « Andre Pieyre de Mandiargues ou le 
Goncourt en ma伊de la course », entretien avec Rene Bourdier, Les Le伽片·anc;aises, 22 
novembre 1967, p. 4）。しかし遅筆であることは「幻想作家Jとしてのマンディアルグ
がとる必然的な戦略であることを見逃してはならない。すなわちレアリスムによる入
念な締部の書き込みは、 テオフィノレ ・ ゴーティエを先駆とする近 ・現代的な幻想のス
タイノレとしてマンディアルグが採用するもっとも根元的な文体的特質なのである。こ






といたるJ (Bernard Noel, Treize cases duje, Flammarion, coll.« Texぉs», 1975, p. 39）。
4)Ma耐euGaley，《 Quand les “ gros cubes ”ecrasent la poesie », Les Nouvelles litteraires, 13 
mai 1974, p. 20. 
5)Jdem. 
6)Jdem.しかし問時にギャレは、つとにエロティック作家として世評の誤解を受けてい








マンデイアルグの戯曲作ザベッラ ・ モッラj 一一演劇的フイアスコとf残酷演麟jの理論をめぐって一一








アクションの呈示価出回世on）となっているのだ」（Andre Miguel, « Andre Pieyre de 
Mane加忠1es : Isabella Morra »，λTNRF, n°259, 1 er juillet 1974, p. 117) o 
9) Gerarι訪問S Farcy, « Du cote du出品せe et du c凶ma»，おお PlaisiraAゐndiargu,es,actes 
du collo司ue du centenaire, Caen-IMEC, dir. Marie ”Paule Berranger et Claude Leroy, Herm紅民
2011, p. 244. 
IO)Enせetien avec Jean-Louis Ezine, art.cit., p・21.
11）マンディアルグはポンジュをイタリア人画家ジヨノレジョ ・ モランディと比較し、
「彼は自発的な近視線状態（myopie volontaire）のなかに関じこもり、言葉をもちいて
行動するのだJ (APM, « Pre白ce», Morandi， αuvres de 1912 a 1962, V道知d etGalanis ラ
1968, non pagine）と書いている。
12) Jean相Louis de Rambures, Comment travaillent les ecrivains, [entretiens], Flammarion, 1978, 
p. 123. 
13) 「 あなたにとって小説を書くことは例外的なことですねjと告げる対談者にたい




様に、わたしが賛嘆おくあたわざるレイモン ・ ルーセルの影響と、とりわけヌ ー ヴォ
ー ・ロマンの影響で、 しようJ C« Pieyre de Mandiargues devoile sa poesie », entretien avec 
So国a Lescaut, Arts, 16-22 d己cembre 1964, p.針。
14）《Entretien avec Andr己Pieyre de Mandi紅苔ues», entretien avec Yves de Bayser, Plexusラ







ったので、 すJ (Bettina 
Knapp, French Novelists 争eakαtt, [ entretiens］ラ Troy, New York, 1976, p. 50）。
16)Jdem. 
17) Andre Pieyre de Mandi 勾1es〔以後APM と略記〕，び1 satume gai, entretiens avec Yvonne 





マンデイアルグの戯曲『イザベッラ ・ モッラ』 一一演劇的フイアスコと「残酷演劇jの理論をめぐって一一
って、 鍾愛する三島由紀夫の『サド侯爵夫人助dame de Sa，制 を（英語の逐語訳を
介して）翻訳 ・ 上演している。対話のみによる典型的な台詞劇として知られるこの戯
曲が、 マンディアルグの対話にたいする感性を高め、 「『イザベッラ ・ モッラ』にくら
べ、 否定しえない進歩を示しているJ (G.-D.F訂q op.cit., p. 246） とフアルシーが評す
るように、 彼の次の戯曲『世紀末の夜 LaNuit se，αJ/aireJl (1979年）への見事な布石を
なしたことは間違いないだろう。
19) APM, L 'Age de craie, suiνi de Dans !es annees sordides, Astyanぽ etLe Point ouj初 suis,
Gall町1ardラ «Poesie », 2009, p. 10. 
20）《L'un et l'autre Mandiargues », [entretien avec Claude Bonnefoy], Les Nouvelles litteraires, 
n° 2692, 21-28 j民n 1979,p. 5. 
21) «Andre Pieyre de Mandiargues », 切なetien avec Claude Couffon, Les Lettres斤'{lrtc;aises, du 
5 au 11 novembre 1964, n° 1053, p. 4. 
22)En仕etien avec Jean-Louis Ezine, art.cit., p. 21. 
23) Entretien avec Claude Bonnefoy, dans Panoramα critique de la litterature moderne, Pぽis,
Belfond, 1980, pp. 362-363. 
24）《Les Multiples visages d’ Andre Pieyre de Mandiargues », m往etien avec Aliette Annel, 
長命rgazine litteraire, n° 257, septembre 1988, p. 103. 
25）マンディアノレグ作品における演劇性に言及した論説は数多く、 すべてをここに紹
介することはできない。代表的なものを挙げると、 fマンディアノレグはバロックであ
る、 これはいい過ぎでも、 言わな過ぎでもなしリと断言するサラ ・ ステティエは、 と
りわけ言制乍について、 「マンディアノレグの詩の空間は、 何らかの演劇性に欠くことは
無い。それは言葉によって建てられたバロックの舞台背景がもたらす快楽なのだj と
書いている（Salah Stetie, Sa/ah Stetie, Andre Pi，砂re de A伽diargues, Seghers, co江«Poとtes
d’aujourd’hui»ラ 1978,p. 76）。またマンディアルグの作品をバロックのエクリチュ ールや
絵爾から影響を受けたものと解釈するアラン＝ ヒ。エール ・ ピエは、その研究書の中で、
マンディアルグの詩情に触れて、 「こうしたシンボルやアレゴリ ーの利用は、 中世か
ら継承されたものであるが、 それはバロックの出現においていっそう加速する、すな
わちバロックのスタイルでは、視覚空間がスベクタクルや演劇化のためにつくりださ
れるのだ」と書いている（Alain-Pi町e Pill et, Pays age poetique d 'Andre Pieyre de 
Mandia母ues, Rafael de S百tis Edi討ons,1999ラ p. 51）。 ほかにもマンデ
、
イアルグの作品を
「聞かせるというよりもむしろ見させる（donner a voir） ために、 また観客のうちに、
同意以上に驚きを喚起するために作られた劇場Jであるとするオクタヴィオ ・ パス




クレノレヴァルの論文（Ala出Clerval,« Andre Pieyre de Mandiargues : Un erotique baroque »ラ
La Nouvelle Rei初 Franc;aise, n° 224, aout 1971, pp. 77-81） を挙げることができるだろう。
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26) Cf Yves Berger, « Andre Pieyre de Mandiargues »，必ns Ecrivains d 'aujourd 'hui 
1940-1960 : Dictionnaire anthologie et cri均ue，る匂凶sous la direction de Bern紅d Pingaud,
Grasset, 1960 ラ pp. 399-407. 
27）《Choquer est aussi modeme a gourd
’hui que precher au temps des croisades ... », enせetien
avec Claude Baignとres,Le Figaro litteraire : arts 平ectacles et formes de no的 temps, 20 avr丑
1974,p.I. 
28) Dominique Fernandez, Mere Mediterranee, [1965], Gr部set,《 Livre de Poche », 2000 ラ pp.
71“75. 
29) Benedetto Croce，玲te di Awenture di兵idee di pαssione, [1935], Edizione Laterza, 1953 




おく収集している。 実際に、 ノルマンディ のカー ン大学に付震する現代出版資料研究
所（誌伍C,Abb aye d ’Ardenne, Caen）に残されたマンディアルグの「1971年一1974年j
の黄色い手帳には、1961年にモンテムロ ・ マテラ出版社から上梓されたイザベッラの
『詩集 CanzionereJl に載録された彼女の詩篇が入念に清書されている。C王Marie-Paule
Berranger, « Les Carnets de creation:« logiques d'incoherence》»，dans Plaisir a Mandiargues, 
actes du collo司ue du centenaire, Caen-IMEC, dir. M.-P. Be立寄1ger et Claude Leroy, Henn紅m,
2011, p. 130. 
31) B. Croce, op.cit., p. 312. 
32)1dem. 
33）ドン ・ ディエゴについて は当時から、 かなりきな臭い噂がつきまとっていた。 ペ
トラルカやベンボに心酔する彼は1542年にロ ーマでソト詩集を発刊しているが、 その
翌年、 どういう理由かは詳らかにし ないが、 ナポリ のヴィカリア（Vicaria） 大法廷で
欠席裁判の末に有罪判決を受け、 コ センツァの城は没収されている。 その後イタリア
を遍歴して フイレンツェの設立潤もないアカデミ ー に迎えられたが、そこでの言動が
人々の詞｜輸の対象となり 、 あし1かわらず「追放の身 で出頭を拒んでいたbannito e 
contumaceJ (ibid., p. 310）彼は、 1546年す なわちイザベッラ殺害の翌年、 教皇領のベ
ネヴェントに難をのがれ 、 ここから妻のいる ボツリータの城に通っていたO
34) Ibid., pp. 297岬298.
35)Jbid.ラ pp. 314聞315.
36) Ibid., pp. 320-321. 
3 7) Entretien avec Claude Baignとres,art.cit., p. I. 
38) APM, Isabella Mフrra, Gallimard, 1973, p. 20. 
39)1dem. 
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40) Ibid., p. 24. 
41）ちなみにガリマール社に提出したマニュスクリのなかでは寺 poesieJ という単語
は？？回も繰り返されていたとしづ。 CfEntretien avec Jean-Louis Ezine, art.cit., p. 21. 
42) Ibid p. 27. 
43)Idem. 
44）マンディアルグはここでその引証として女敵国の女神ユノーに捧げたイザベッラの
ソネを引用している。その冒頭 4 行の一連は次の匂で始まる。 「大いなるユノ－（Grande
Junon） よ、 お前の心は気高く／平凡な愛（amours 刊lgaires） を敵と遠ざけ／私の日々
を喜びで満たし、 私の年月を照らす／そなたのその清らかで誠実な熱情をもって
〔・・・〕j (ibid., p. 17）。
45) Entretien avec Jean聞LouisEz岳民art.cit., p. 21.また後年の対談においてマンディアルグ
は次のようにも言っているO 「イザベッラ ・ モッラをもちいてわたしが舞台にもたら
したのは、生活や夢の坪外にある詩の誕生であり、外的現実の残忍さによる詩の抹殺
であります。 それはまた女性のうちにおこる詩的高揚の男性的抑圧（repression
masculine de l'elan poetique chez la fer盟国） でもありますJ (APM, Un satume gai, en民知s
avec Yvonne Caroutch, Gall加iardヲ 1982, p. 151) 0 
46) « L' ange du bizarre est p鎚se p訂 la», entretien avec Pierre Ajame, Les nouνdies litteraires, 
9 janvier 1964, n° 1897, p. 3. 
47) « Mandi叩es, celui qui a白it peur aux jurys », entretien avec Alain Jou世oy, L 'Express, 6 







いる en scぬdのだJ (APM, «De出と:re les figures du Greco», Troisieme Belvedere, 
Gallimard, 1971, p. 51）。 一般にマニエリスム画家として知られるグレコをも、 マンデ
ィアノレグはその演劇的傾向においてバロックと位置づける。
49) APM, Le Desordi陀 de la memoire，切なetiens avec Francine Mallet, Ga出mardヲ 1975, p. 176. 
50) Ibid., p. 184. 
51) Ibid., p. 250. 
52）たとえばEグラマテイコポウロウは 「マンディアルグの書物には、『亡霊的
spec回l、怪物的 mons加eux、仮面的な masquell その全体にわたり、 エリザベス朝演劇
とバロックの刻印が読まれるj (Eugenia Gramma出oupoulo民« La Han se du spectacle 
ゐns la narration d’Andre Pieyre de Mandiargues », Roman et thed.舵：び1e rencon舵
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的配rgener勾uedcタns la litterature franc;aise, Editions Classiques Gan討伐2010,p. 188）と述べ、
マンディアノレグの幻想の語りにおけるエリザ
、
ベス朝のバロック ・ イメ ー ジを強調して
いる。




人です。 わたしは最近ボナをシェイクスピアの『ティトゥス ・ アンドロニクスJを見
に連れて行きました。 彼女は時々、 わたしが戯曲を書くときに、 いつも陵辱、 犯罪、
殺人を繰り返しとりあげるといって非難しますo しかしティトワス ・ アンドロニクス
は絶えざる血の泉なのです。すべての者がたがいに殺し合う、 わたしが多大な賞賛を
送るあのエリザベス朝演劇のなかでよく起こるようにJ (enなetien avec Aliette Annel ラ
ぽt.cit.,p. 104) o 
55)Enせetien avec Claude Baigr時児島紅t.cit.,p. I. 
56）バジリカ ー タ州ポテンツァ県ヴェノ ーザ出身の音楽家ジェズアノレドは、1590年に









57)Enなetien avec Claude Baignとres，征t.cit.,p. I. 
58) Cite par Salah S絹ie,op.cit., p. 70. 
59)APM, « Beylamour », op.cit., pp. 195- 196. 
60) APM, « Isabella Morra», dans Cahier RenauιBarア似lt, n° 86, Gal訟nard,197 4, p. 30. 
61)E出etien avec Jean－主ouisEzine，剖.cit.,p ・ 21.
62)Domini弓ue Nares et Cole社e Go伽d,Lavelli, suivi d ’uneねde sur Orden et le百1eatre
musical, par Guy Erismann ; preface d ’Andre Pieyre de Mandi沼郡es,C加istianBoほgois
“iteur, 1971, p. 7. 
63)/dem. 
64) Let仕e d ’AntoninArtaud du 9 novembre 1932 adress己e a Jean Paulhan et citee par V 
Bぽtoli-Anglぽd,Le Surrealisme, Na血an,coll. 《 Universit，己 〉〉ラ 1989,p. 112. 
65）《Je ne sais, ou plutotje ne suis sure de rien qui n'ait sa place en moi側meme.Que tous les
points de mon corps soient habites par la po缶詰，de cela je suis certaine, oui, et parfois, la nuit 
plutot que le jour, il me plarr de me porter tout entiとre en pensee dans un endroit precis de mon 
enveloppe chanielle. Dans I’m de mes seins, generalement, OU おns les deux ensemble. Alors 
j ’y reせouve mon chant,司ui participe de l ’harmonie universelle comme chaque goutte de rosee 
99 
マンデイアルグの戯血『イザベッラ ・ モッラ』 一一演劇的フイアスコと「残酷槙劇jの理論をめぐって一一
diapree par le lever du jour participe de la grande aurore qui est al' orient de tous les lieux du 
monde, et je n' ai d’existence qu'avec elle, par elle et pour elle, au plus profond d’une double 
colline palpitante ou d ’un double volcan d’ou va faire eruption le langage sacre. V esuve, Etna, 
ainsi nommeてje ma paire de seins quand ma poitrine est lourde d'inspira討on violente ; Vi凶cano,
S仕omboli, quand mon poids de lave interieure est leger. » APM, op.cit., pp. 25-26. 
66)C王APM，《 Aigle ou Soleil », dans Le Belvedere, [1958], Grasset, 《 LesCahiers Rouges », 
1990ラ p.104;APMラ 《 Terres nouvelles », op.cit., p. 43 ; APM, « A force de moお »， NRF,
“Hommage a Jacques Audiberti ’： decembre 1965, p. 1066. とりわけオーディベルティは
ギヨ ーム ・ ド ・ サリュスト、デュ ・ バルタス卿あるいはペレな ど、新旧のバロック詩
人たちと比較されている。
67) APM, op.cit., p. 67. 
68)Idem. 
69)Idem. 
70）この点にかんするジュリアン ・ グラックの次の指摘は非常に示唆的である。 fマン
ディアノレグの精神の劇場で、なされるほとんどすべての操作は、f見えるもの a 刊d へ
の変換である。演劇は、根本的には、ひとつの儀礼（c合emonial） である。 その儀礼
が導入されるのは、 自然的強制力（すなわちエロス）が情動的選択に完全に取って代






71) Antonin Artaud, Le T百eatre et son double, [1938], Ga出mard，《 Folio/Essais », 1985, pp. 73 
et 80. 
72）《En佐etien avec Andr，るPieyre de Mandi紅gues », enな·etien avec Joyce O. Lowrie, 1万e
French Review, vol. 55, n° 1, octobre 1981, pp. 76. 
73）《Decio : Illusion. Elle n’a pas souri; elle ne sourira point. Je croirais assez qu'elle respecte 
en no仕e sympathiq切なio l ’union du sou企e, du mercure, et du sel, d’ounai仕·e le grand reuvre, 
selon qu’江lui fut probablement enseigne par feu messer Torquato. 
Fabio : Tu dis bien : feu ... Mais c’est elle qui est l' athanor, et elle ne sait rien de l' reuvre que 
nous allons executer en elle. » APM, op.cit., p. 57. 
74）たとえばユングは次のように書いているJ錬金術師の使うアタノ ールという溶鉱
炉に体の意味があるのに対して、蒸留器あるいは蒸留びん〔フラスコ〕 と呼ばれるも
のはヘノレメ ースの器であり 、子宮を意味 するJ (C. G.ユング『変容の象徴』〔野村美紀
子訳〕、筑摩書房、1985、p.253）。
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感覚をつかんだ者たちにとって、 詩 (poesie）は『神聖な行為』である。 すなわちそ
れは行為における通常の人間的段階を超えるということなのだ。錬金術のように、
は『原初的創造 creation primordialeJl の神秘に結びつくこと、 すなわちミクロコスモ
スという炉のなかで大作業（Grand-ffiuvre）を完遂させようとするのだJ (Michel 
Carrouges, Andre Breton et les donnees fondamentales du surrealismιGallimardラ 1950ラ p. 84）。
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